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“革 新” 

～仲間とともに輝く未来を創出しよう！～ 

 

はじめに 

青年会議所に入会した当初は事業に参加することが少なく、地域社会や経済の活性化に

ついてほとんど関心がありませんでした。しかし様々な事業に参加する中で、積極的に運動

する先輩諸氏や仲間の姿に影響を受け、自分自身も地域のために能動的に動く意識が生ま

れました。与えられた職務に対し成功や失敗を繰り返すことで自己の成長につなげ、日々変

化する激動の時代において、高い志と強い信念を持ち運動に邁進する我々がさらに成長し

なければ輝く地域の未来はありません。最初から無理や不可能な試練はなく、青年経済人ら

しく失敗を恐れず立ち向かうことが重要であります。 

 

２０２０年、新型コロナウイルスの世界的な蔓延により、私たちの生活様式や働き方は大

きく変化しました。それに伴い世の中ではマスクの着用やソーシャルディスタンスを保つ

ことが生活の常識となり、社会においても様々な業種が営業自粛を求められ、働きたくても

働けない状況となり、当たり前であった生活や社業が当たり前ではなくなってしまいまし

た。そして青年会議所運動も同様に多大な影響を受けており、我々自身の身に起こっている

事態から命の大切さを尊重しながらも、地域の発展に寄与するという困難な道を模索しな

ければなりません。 

１９４９年、戦後の混沌とした時代背景の中、志ある青年たちが集い「新日本の再建は

我々青年の仕事である」と宣言し、日本ではじめての青年会議所を設立させました。今まさ

に私たちはこの創始の精神を再認識し、改めて青年会議所の本来の姿を明確にし、行動して

いくことが必要だと考えます。 

 

これまで通りの運動を発信できることが我々の望むところではありますが、各地域の青

年会議所の様々な運動が中止を余儀なくされ運動発信が困難な状況であります。しかし、

我々は地域の発展のために運動を止めるわけにはいきません。「ニューノーマル」を基本と

し、社会情勢を見極めながら確実に実行できるよう従来の仕組みを「革新」し、運動を発信

し続けなければなりません。そのためには入会歴や役職に捉われず「明るい豊かな社会」の

実現に向け、さらなる高みを目指すリーダーの育成が必要不可欠です。 



 

新たなコミュニケーションが円滑な組織運営を可能とする 

 未曾有の事態を受け、社会におけるコミュニケーションは急速にオンライン化が進み、

人々の働き方も変化し、我々の生活環境は大きな変化をもたらしました。我々青年会議所に

おいて、運動構築のための議論は必要不可欠であり、現状のままではコミュニケーション不

足が原因で、全ての運動に影響が及びます。これからはリモートによるコミュニケーション

を積極的に取り入れながら、オンライン・オフラインそれぞれのメリット・デメリットを相

互補充することで、効果的なコミュニケーションで会議を運営しなければなりません。我々

のコミュニケーションが活性化すれば、事業構築の生産性が向上し、組織運営を円滑に進め

ることが可能となります。 

 

新たなまちづくりが地域を発展させる 

和歌山市は２０１９年７月、内閣府が推進するＳＤＧｓ未来都市に認定されました。我々、

青年会議所運動においても経済・社会・環境の三側面において新しい価値の創出を目指し、

どんなに困難な状況でも青年経済人として真摯にまちづくりと向き合い続け、目まぐるし

く起こる社会環境の変化に対応できる持続可能な仕組みを構築しなければなりません。 

このまちには魅力ある地域資源が数多く存在し、これまでもその地域資源を存分に発信

したまちづくりを行ってまいりました。コロナ禍で社会環境や人々の価値観が一変した今、

あらゆる分野で活躍する同志とパートナーシップを図り「ニューノーマル」を基本とした新

たなまちづくりの形を提案し実現することで、地域に希望の光を灯します。そして、地域の

人々のまちの活性化に対する当事者意識を高め、地域に根差した価値を創出することで活

力ある和歌山市を持続的に発展させてまいります。 

 

新たな交流が友情を育み相互理解を深める 

直接的な交流の機会が減少している今、組織の団結力が低下し、我々が目指す力強い運動

発信の妨げとならないよう、交流する事業に関して組織や委員会の形に捉われず、それぞれ

が役割を担うことで、交流に対する意識の向上を図り、お互いを想い合う心を育みます。 

また、和歌山青年会議所は４８年前から姉妹ＪＣとの交流を始め、長年にわたって民間外

交による友情を育んでまいりました。国際化が加速する現代において、国境を越えた友情を

育むためにも、今まで以上にお互いの歴史や文化、言語を理解し、コミュニケーション能力

の向上を図ることが重要です。加えて世界における新型コロナウイルスによる状況を踏ま

え、オンラインツールを駆使した新たな交流で友情を育み相互理解を深めます。 

 

新たなリーダーの育成が未来を創る 

 近年、全国的に会員数の減少を上回る入会者を確保できていない青年会議所が数多く存

在し、和歌山青年会議所においても同様の問題を抱えております。会員の拡大は青年会議所



運動の根幹であり、「明るい豊かな社会」という私たちの理念を実現するためには、会員全

員で拡大に参画する仕組みを確立するとともに、会員資格規程等の研究と精査を行った上

で、入会者を幅広く迎え入れる体制を整える必要があります。和歌山青年会議所の運動に賛

同する同志とともに地元和歌山を持続的に活性化させることで、地域の人々との良好な関

係を生み出します。 

 地域の未来を担っていくのは常に青年世代であり、次世代社会を担うリーダーの成長は

欠かせません。また、会員の多くは自社の経営に携わるなど企業における管理職者であり、

当然リーダーとしての資質が問われます。この厳しい時代背景の中で全ての人材を成長さ

せるためには、経験豊富な会員が率先して模範となるような姿勢を見せ続けることが重要

であり、これまで以上に青年会議所運動に積極的に参画できる環境整備が必要です。そして

青年会議所に所属している全ての会員が、「主役」というリーダーとしての自覚をもつこと

で当事者意識が芽生え、何事にも主体的に取り組む姿勢を育み、新たな未来を創り出します。 

 

新たな運動発信がＪＣブランドを確立し市民からの共感を得る 

 青年会議所とは何か。どのような団体で何を目的としているのか。それを理解している市

民はどれだけいるでしょうか。どんなに良い事業を展開しても、市民の共感を得なければ意

味を成しません。運動を効果的に展開していくには、ブランド力をさらに向上させることが

必要です。 

ＳＮＳの爆発的な普及により膨大な情報を取捨選択しながら生活している一方で、我々

が情報を発信する立場になった時、ただ漠然と発信しているだけでは伝わりません。表面的

な情報だけでなく、そこに至る背景や目的といった想いを伝えることで市民の心に強く伝

わると考えます。 

発信方法が進化していく中、楽しさを伝えるためにトレンドを取り入れた媒体を駆使し、

形に捉われず新たな発信内容を企画することが、青年会議所のファンを創出し、我々が目指

す市民の意識を醸成することに直結するのです。 

 「明るい豊かな社会」を実現するためには、我々自身が学びに対する意識を高めなければ

なりません。そして会員だけではなく市民とともに新たな学びを得る機会を創出すること

で、同じ目標に向かっているという理解につながります。 

 

新たな組織が変化に強い団体へとつながる 

 多種多様な運動の展開は自己成長の機会をもたらし、まちに対しても存在感や影響力の

ある団体として運動を伝播することができます。しかし、全国各地の多くの青年会議所と同

様に、和歌山青年会議所においても会員減少に伴い事業規模の縮小が余儀なくされ、組織と

して変わらなければならない状況に直面しております。永続的に運動を展開し続けるため

に、これまで以上に時代に即した抜本的な「革新」を行い、組織の運営体制を整えなければ

なりません。 



 我々の在り方を示す場である総会では、会員が組織運営の重要性を深く認識し、議決権を

有効的に行使できる機会として厳粛に設営しなければなりません。また、各会議が運動の効

果を高めるために行われているか、これまでの諸規程が各会員の個性を発揮するのに適正

なのかを常に検証し、「革新」する必要があります。 

 一般社団法人格を有する団体として、社会的信頼が得られる財務管理とともに、運動の価

値と効果を高められる盤石な組織運営を行うことが求められます。地域を牽引する団体で

あり続けるためには、様々なコンプライアンスを遵守し、財源が公正に運用され効果的な成

果が得られているかを厳正に審査することで、組織の根幹を支え市民の共感を得る運動へ

とつながります。 

自らを成長させる場として出向という機会があります。全国各地や和歌山県内の青年会

議所会員との出会いや和歌山青年会議所では体験できない事業に携わることで、普段とは

違った角度から自分自身の現状を知る貴重な経験となります。そして出向者に対して理解

を深め積極的に支援することで、和歌山青年会議所の運動にさらなる好循環をもたらすと

考えます。 

また、２０２２年度は創立６５周年という節目を迎えます。創立以来、地域そして市民と

ともに躍動できたのも、先輩諸氏から受け継がれてきた運動の歴史によるものです。脈々と

受け継がれてきた伝統を守るとともに、時代に即した革新的な組織を構築し、変化に強い団

体へと成長することで、高い志と熱き想いを次代につなぎます。 

 

結びに 

青年会議所には、かけがえのない仲間との出会いと、自身が求めれば求めるほど自己成長

の機会が数多く存在します。「明るい豊かな社会」の実現に向けて、柔軟に変化し時代に即

した「革新」を行うことで、新時代を切り開くリーダーを輩出し続け、まちに必要とされる

団体となります。 

市民の共感を得た我々が、どんなに困難な状況においても苦楽を共にし、熱き友情を築き

あげ、何事にも恐れず果敢に挑戦し続ける姿にこのまちの未来があると確信します。 

青年世代としての自覚と責任をもって、まちを想い新時代とともに「革新」する我々が、 

 

～仲間とともに輝く未来を創出しよう！～ 
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